
  

 

 

 
▶ 冬休みに向けた学習のアドバイス（５教科） 

国語 （中村先生） 

今回も前回同様、読解の方は得点に繋がりましたが、問題を読み間違え問題集

やプリントの答えをただ写す人が目立ち、問題で問われている答えではないもの

を書いていました。授業中に行っている練習問題の答えをそのまま写しているの

で、解答としては違和感がありました。問題で何が問われ、キーワードとなる言

葉は何なのかを考える習慣が身に付けばだいたいの問題は解けるはずなので、授

業の受け方や問題に対する答え方をこれからしっかり改善してください。 

気になるのは前回の中間テストから改善が見られない暗記の部分である漢字

です。読めない、書けないという人が多く見られました。漢字は一夜漬けで覚え

られるものではなく、日頃からコツコツ努力して覚えていくものであるし、自分

と向き合ってどこまで頑張れるかということを試されているものです。授業時に

何度も話していますが、入試では漢字の読み書きで１００点満点中２０点が漢字

の得点になります。ここは採っておかなくては勝負になりません。 

この冬休みはじっくり自分と向き合い、漢字克服の休み期間に

してください。そして、年明けテストで結果を出して自信を付け、

その勢いをそのまま学年末テストに生かしてください。 

 

数学 （大谷先生） 

 勉強はゴールをまず知ることも大切です。定期考査の出題の特徴を分析し、数

学の勉強方法が分かってきた生徒が増えたと感じました。質問教室でも出題した

いなぁと考えている問題を聞いてくる生徒も増え、「さすが！」と心の中で感じ

ていました。さて、冬休みは４章「平行と合同」のワークとマナビリア（全３回）

を課題として出します。マナビリアで、今年の学習内容をしっかりと振り返って、

さらに基礎を固めて欲しいと思います。 

また、今、学習している「証明」という分野は、論理的思考の訓練としてとて

も重要なところです。数学は、ものを理解する力を養うために勉強しています。      

ものを理解する力は社会に出てあらゆるところで必要になってきますので、粘

り強く取り組んでいきましょう。 

英語 （松本先生） 

期末テストを振り返り、まず提出物である ①JOYFUL ②語順ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞの試

験範囲を解き、答え合わせまでしたあとしっかりと試験当日に提出されていまし

たが、テストの点に結びつくまで復習していない人がいました。もったいないで

す。やはり、ワーク・語順トレーニングは何度も繰り返し、覚えるまで復習する

ことがとても大切です。今回、テストで良い結果が出なかった人は、形容詞(副

詞)の比較級・最上級を含む文を冬休みにライティングノートに書いて復習しま

しょう。期末テスト後には、現在完了を含む文を学習していますので、不規則動

詞の過去分詞形は冬休みにしっかりと覚えておきましょう。 

 

理科 （小林先生） 

今回のテストでは測定器具のメモリの読みを出題しました。

最小メモリの十分の一の桁まで読むことが基本です。高校の実

験測定値の桁も同様です。有効数字が関わってくるのできちんとした桁まで読め

ることがとても大切です。1 と 1.0 と 1.00 は理科では、意味が違う測定値なの

です。 

 さて、冬休み明けにテストを行います。電流計と電圧計の読み・回路の性質・

オームの法則・全体抵抗・電力・発熱量と電力の関係などについて復習の学習を

してください。ワーク・印刷問題を繰り返し解いておくことです。質問があれば

冬休みに登校してください。先生は、２７日(金)一日学校にいます。職員室へ来

てください。 

 

社会 （髙野先生） 

期末試験について：今回で 3 回目の定期考査でしたが、これまでの 2 回より

もよく勉強してくる人が増えたな、という印象です。特にワーク巻末の重要用語

チェックは前回よりも大幅に点数が上がっている人がたくさんいました。「ワー

クを何回もやってよかった！」という声をたくさん聞きまた。学年末試験でも重

要用語チェックから出題しますので、何から勉強していいのか分からないという

人は、まずここから取り組んでみてください。 

3 学期について：冬休み明けに「世界の国名＆首都名テスト」を行います。2

年生 3 学期～3 年生 1 学期の歴史は世界の国々との関係が中心となります。こ

こでしっかり「どの国がどこにあるのか」総復習をしておきましょう。 

裏面に続きます 
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▶ 東京 FWの取り組みが始まりました 

 今週から東京FWの取り組みが始まりました。以下26のテーマの中から、

自分の興味・関心に基づいてテーマ・見学地を決め、事前学習・コース決め

を今学期中に行っていきます。いろいろな楽しみがあるとは思いますが、学

習の視点を大切に、準備を進めていきましょう。 

 

東京ＦＷスローガン 

Let’s Go Places to Innovation 

～いろいろな所へ行こう、革新のために～ 

イノベーションとは「新しいアイデアや技術を生み出

すだけでなく、その技術やアイデアによって新たな価値

を生み出し、社会に大きな変化をもたらす取り組み」とあ

ります。東京で学べるさまざまなイノベーションを体験

してきてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶ なぞかけ面白いぞ！ 

 国語の授業で、皆さんが作成した「なぞかけ」が今、掲示されています。 

ユーモア溢れる作品がたくさんあり、それぞれのセンスを感じることができ

ます。人の心を温かくできるそのユーモアをますます磨いていきたいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶ 保護者の皆さまへ 

◎ESAT-Jの受験手続登録 

先週もご案内させていただいた、中学校英語スピーキングテスト（ESAT-

J YEAR2）の受験手続の登録をお願いいたします。 

登録期間は 12月 20日（金）午後 5時まで となっております。 

 

▶ 来週の予定 

日にち 授業・行事予定 

1２/16（月） 生徒会朝礼 8：25体育館整列完了 

①学⇒総合（係決め・コース決めの進め方） 

※東京 FW参加申込〆切 

１２/17（火） ⑥道⇒総合 東京 FW（係会・コース決め(1)） 

１２/18（水） ⑤総合 東京 FW（コース決め(2)） 

１２/19（木） ④総合 東京 FW（コース決め(確定)） 

１２/20（金） 時間割通り    ※ESAT-J登録〆切 

 

No テーマ 場所 

1 科学技術を学ぶ 日本科学未来館 

2 脱炭素社会を学ぶ Panasonic GREEN IMPACT PARK 

3 SDGsについて学ぶ ITOCHU SDGs STUDIO 

4 放送の歴史を学ぶ NHK放送博物館 

5 自然科学を学ぶ 国立科学博物館 

6 日本・東洋の文化財を学ぶ 東京国立博物館 

7 美術・芸術を学ぶ 国立西洋美術館 

8 消防を学ぶ 消防博物館 

9 数学の体験学習 数学体験館 

10 発展途上国の現状を学ぶ JICA地球ひろば 

11 洋服の歴史を学ぶ 文化学園服飾博物館 

12 オリンピックの歴史を学ぶ オリンピックミュージアム 

13 日本のスポーツの歴史を学ぶ 野球殿堂博物館＆相撲博物館 

14 お金の歴史を学ぶ＆薬を学ぶ 日本銀行金融研究所貨幣博物館＆くすりミュージアム 

15 鉄道の歴史を学ぶ 東武博物館 or地下鉄博物館 

16 日本文学を学ぶ 日本近代文学館 

17 食文化を学ぶ 「食と農」の博物館 

18 宇宙工学・天文学を学ぶ JAXA調布航空宇宙センター＆国立天文台 

19 日野自動車の歴史を学ぶ 日野オートプラザ 

20 通信の歴史を学ぶ NTT技術史料館 

21 体験型科学を学ぶ 多摩六都科学館 

22 中近東の文化を学ぶ 中近東文化センター 

23 建造物について学ぶ 江戸東京たてもの園 

24 植物を学ぶ 神代植物公園 

25 博物館等＆馬事産業について学ぶ 府中郷土の森＆ JRA競馬博物館 

26 工場見学 コカ・コーラ多摩工場 

生徒の作品 

実行委員が作成しました！ 

個人作品掲載 



 


